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2. Embedded OCTとは OCTアンジオグラフィーの層構造を画像化したという理解でい
いのか。 
3. 1 回の撮影で OCT アンジオグラフィー画像と OCT 像が同時に得られ、なおかつ感度
が 85.7％ならば（従来のゴールドスタンダードより）OCTアンジオグラフィーの機械
の方が良いのか。 
4. OCT アンジオグラフィーはもう 10 年くらい前からあるのか。アメリカではすでに機
器承認されているのか。既にこういう比較が研究でされていてもよさそうだが。 
5. もともと上司がプログラムしたものを申請者が統計解析したということなのか。同僚
と共に行ったのなら equal firstではないのか。 































































類似の fenestration を持っているものも見られた。造影剤の leakage は壁細胞がない
と見られる変化である。つまり、新生血管は毛細血管由来の可能性も考えられ、
angiogenesis を生じている場合はそこから造影剤の leakage が起こっていると考えら
れる。 
4. 進んでいくような場合もあるため、タイプ 1・タイプ 2がミックスした新生血管のタイ
プもある。 











































  以上の審査の結果、本研究は OCTアンジオグラフィーがタイプ 1新生血管の検出に有用
となり得ることを示し、今後の加齢黄斑変性における病態評価・治療評価の一助となるも
のと思われた。また、申請者は本学位論文の内容を中心に幅広い質問に的確に回答し、こ
の課題について深い理解と洞察力を持っていると判断した。以上より本研究は博士（医学）
の学位に値するものと判定された。 
